
　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、
進

学
や
就
職
・
退
職
、
引
越
し
な
ど
で

異
動
が
多
い
時
期
で
す
。

　

国
保
の
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人

が
転
出
す
る
と
、
倉
吉
市
で
の
国
保

資
格
は
失
わ
れ
、
保
険
証
は
無
効
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
進
学
や
特
定

の
施
設
に
入
所
す
る
場
合
に
は
、
医

療
保
険
課
へ
届
け
出
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
保
険
証
を
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
や
家
族
の
扶
養
に

な
っ
た
こ
と
で
国
保
以
外
の
保
険
証

が
で
き
た
と
き
、
ま
た
、
退
職
に
よ

り
健
康
保
険
が
な
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
速
や
か
に
医
療
保
険
課
へ
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
必
要
が
生
じ
た

り
、
保
険
料
の
二
重
払
い
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
証
の
切
り
替
え
中
に

受
診
す
る
場
合

　

保
険
の
切
り
替
え
手
続
き
中
に
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
は
、
必

ず
保
険
の
切
り
替
え
中
で
あ
る
こ
と

を
医
療
機
関
の
窓
口
で
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

　

国
保
の
資
格
が
な
い
の
に
、
国
保

の
保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
、
医
療

費
を
国
保
に
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

異動の届出をお願いします

～国民健康保険（国保）と後期高齢者医療制度のお知らせ～

「国民健康保険証」
　を更新します

問医療保険課（あ２２―８１２４／い２２―２９５４）

３
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
郵
送
し
ま
す

　

今
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）の
有
効
期
限
は
、
３
月
31

日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
か

ら
使
用
す
る
新
し
い
保
険
証
は
、
３

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
簡
易

書
留
郵
便（
受
け
取
り
に
印
鑑
が
必

要
）で
送
付
し
ま
す
。

　

留
守
な
ど
で
新
し
い
保
険
証
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
一
定
期
間（
３
月
31
日（
日
）
ま

で
）、
郵
便
局
で
保
管
し
ま
す
。
そ

れ
以
降
は
、
医
療
保
険
課
の
窓
口
で

お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
古

い
保
険
証
か
、
本
人
確
認
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
な
ど
）と
印
鑑
を
持

参
し
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

保
険
料
所
得
申
告
書
は
必

要
な
世
帯
だ
け

　

税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人
な

ど
、提
出
の
必
要
が
あ
る
世
帯
の
み
、

６
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

所
得
申
告
書
が

送
付
さ
れ
た
世
帯

は
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
期
限

ま
で
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

国民健康保険証の更新

自己負担割合

70
歳
以
上
75
歳
未
満（
現
役

並
み
所
得
者
以
外
）の
自
己

負
担
割
合
は
、
据
え
置
か

れ
る
予
定

　

70
歳
以
上
75
歳
未
満（
現
役
並
み

所
得
者
以
外
）の
自
己
負
担
割
合（
病

院
で
の
窓
口
負
担
）
は
、
４
月
１
日

よ
り
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

自
己
負
担
割
合
の
軽
減
特
例
措
置
が

延
長
さ
れ
、
当
面
の
間
、
自
己
負
担

割
合
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
る
予
定

で
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
現
役
並
み

所
得
者
以
外
と
な
っ
て
い
る
人
に

は
、
４
月
か
ら
も
引
き
続
き
、
１
割

負
担
と
な
る
こ
と
を
記
載
し
た
高
齢

受
給
者
証
を
、
保
険
証
と
一
緒
に
送

付
す
る
予
定
で
す
。
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国民健康保険料
社
会
保
険
料
控
除

　

平
成
24
年
中（
１
月
１
日
〜
12
月

31
日
）
に
支
払
っ
た
国
保
と
後
期
高

齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
平
成
24
年

分
の
確
定
申
告
時
に
所
得
控
除（
社

会
保
険
料
控
除
）
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
申
告
漏
れ
が
な
い
よ
う
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
で
支
払
っ
た
領
収
書
を
紛

失
し
た
場
合
な
ど
、
年
間
の
保
険
料

納
付
額
が
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、

医
療
保
険
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民

健
康
保
険
料
軽
減

　

65
歳
未
満
で
、
倒
産
・
解
雇
な
ど

に
よ
り
離
職
し
た
人（
雇
用
保
険
の

特
定
受
給
資
格
者
）
や
、
雇
い
止
め

な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
人（
特
定
理

由
離
職
者
）
は
、
申
請
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
料
の
軽
減
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

必
ず「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

を
持
っ
て
、
医
療
保
険
課
の
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、

23
、
31
、
32
、
33
、
34
の
人

【
軽
減
額
】

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
前
年
の
所

得
な
ど
を
も
と
に
算
定
し
ま
す
。
保

険
料
の
軽
減
が
適
用
さ
れ
た
場
合
に

は
、
前
年
中
の
給
与
所
得
を
30
／

１
０
０
と
み
な
し
て
保
険
料
を
算
定

し
ま
す
。

【
軽
減
期
間
】

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間
で
す
。

※ 

雇
用
保
険
の
求
職
者
給
付（
基
本
手
当
な

ど
）を
受
け
る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付

相
談
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
納
付
期
限

ま
で
に
納
付
し
な
い
と
督
促
状
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
相
談
も
な

く
未
納
が
続
く
と
、
財
産
の
差
し
押

さ
え
、
医
療
機
関
窓
口
で
い
っ
た
ん

医
療
費
の
全
額
を
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
資
格
証
明
書
の
交
付
と

い
っ
た
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
納
付
方
法
に
つ
い
て
、
早
め
に
医

療
保
険
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
納

付
義
務
者
の
生
活
状
況
や
事
情
に
応

じ
て
、
徴
収
猶
予
や
分
割
納
付
、
お

よ
び
減
免
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

放
置
せ
ず
に
、
必
ず
ご
連
絡
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

近年、医療費の増加傾向が続いています。ちょっとした心掛けで節約できる医療費があります。

国保制度の安定的な運営のため、皆さんのご協力をお願いします。    医療費

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
に

か
か
る
と
、
医
療
費
を
増
や
し
て
し

ま
う
だ
け
で
な
く
、
重
複
す
る
検
査

や
投
薬
が
体
に
負
担
を
与
え
て
し
ま

う
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
同
じ

病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す

る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま

し
ょ
う

　

「
か
か
り
つ
け
医
」と
は
、
あ
な
た

の
病
歴
や
健
康
状
態
な
ど
を
把
握
し

て
、
健
康
管
理
全
般
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
お
医
者
さ
ん
の
こ
と
で
す
。

　

身
近
に「
か
か
り
つ
け
医
」を
決
め

て
お
き
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。ほ
か
の
診
療
科
や
、

総
合
病
院
で
の
受
診
が
必
要
で
あ
れ

ば
、
か
か
り
つ
け
医
が
紹
介
し
て
く

れ
ま
す
。

　

普
段
、
健
康
だ
か
ら
必
要
な
い
と

思
わ
ず
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

「
お
く
す
り
手
帳
」
を
活
用

し
ま
し
ょ
う

　

薬
は
、
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
副

作
用
を
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

薬
局
で
相
談
の
上
、「
お
く
す
り
手

帳
」
を
活
用
し
て
、
お
医
者
さ
ん
や

薬
剤
師
さ
ん
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
薬
が
余
っ
た
時
は
、
お
医

者
さ
ん
や
薬
剤
師
さ
ん
に
服
用
に
つ

い
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

で
き
る
だ
け
昼
間
に
受
診

し
ま
し
ょ
う

　

緊
急
性
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
休
日
や
夜
間
に
受
診
す
る
と
、

重
篤
な
患
者
さ
ん
の
治
療
に
支
障
を

き
た
し
た
り
、
お
医
者
さ
ん
の
負
担

が
増
え
る
原
因
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

時
間
外
加
算
が
あ
る
た
め
窓
口
負
担

も
高
額
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
急
病
で

心
配
な
と
き
の
電
話
相
談

　

休
日
や
夜
間
、
子
ど
も
が
急
病
の

と
き
、
緊
急
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
ま
す
。

【
と
っ
と
り
子
ど
も
救
急
ダ
イ
ヤ
ル
】

あ
＃
８
０
０
０

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合

あ
０
３
―

５
２
７
６
―

９
１
３
７（
相
談
料

無
料
、
通
話
料
は
利
用
者
負
担
）

利
用
時
間

平　

日

：

午
後
７
時
〜
11
時

土
日
・
祝
日
な
ど

：

午
前
９
時
〜
午

後
11
時

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運

営
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
を
伺

う
た
め
に
設
置
す
る「
鳥
取
県

後
期
高
齢
者
医
療
懇
話
会
」
の

委
員
を
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

任　

期

：

４
月
１
日（
月
）
〜

平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）

応
募
資
格

：

鳥
取
県
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者（
平
成

25
年
４
月
１
日
現
在
）

募
集
人
員

：

６
人
以
内

応
募
期
限

：

３
月
18
日（
月
）

必
着

応
募
方
法

：

応
募
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
申
込
書
は
、
市
役
所
医
療
保

険
課
、
広
域
連
合
事
務
局
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
広
域
連
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

問
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
総
務
課（
〒
６
８
９
―

０
７
１
４ 

東
伯
郡
湯
梨
浜
町
龍
島
５
０
０
／
あ

３
２
―

１
０
９
７
／
い
３
２
―

１
０

６
７
）

「鳥取県

後期高齢者

医療懇話会」

の委員を募集
（21）平成 25.3



３月の認知症の人と家族の会
　　　　　　　「家族の集い」

倉吉会場第３木曜日
と　き：３月２１日（木）午前１０時～正午

ところ：成徳公民館

※ 今回は、琴浦町の「家族の集い」との交流会を予定してい
ます。
※関金会場の今年度の集いは、終了しました。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

【と　き】３月２５日（月）午前１０時３０分～午後３時

【内　容】午 前： 「介護予防についての話・レクリエー

ション」

午 後： 自由時間（脳トレクイズ、ニュース

ポーツ、健康相談など）

【ところ】グリーンスコーレせきがね    

【参加料】１，３００円（昼食・入浴料）

【募集条件】６５歳以上で、介護認定を受けていない人

※毎月１週間前までに申し込みが必要です。

※送迎を希望する場合は、送迎します。

※欠席する場合は、前日までに必ず連絡してください。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

３月ホッといきいき教室
　　　　　　 ～介護予防教室～

介護家族交流会

　レクリーションや介護の実践、情報交換をして、

日ごろの介護の疲れを発散しましょう。

と　き：３月１２日（火）午前１１時～午後２時３０分

ところ：上灘公民館

対象者： 在宅で高齢者を介護している市内在住の人

講　師：福澤 美恵子さん（倉吉体育文化会館 館長）

石賀 純子さん（認知症地域支援推進員）

参加費：無料（昼食代６５０円のみ自己負担）

申込期限：３月８日（金）

※ 長寿社会課、または各地域包括支援センターに申し込ん

でください。

問 長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

公開なごもう会

　「なごもう会」では、高齢者が寝たきりや認知症な

どにならないように、介護予防事業として健康体操

やレクリエーションなどを各地区で実施しています。

　３月は、この会をたくさんの人に知ってもらうた

め、次のとおり「公開なごもう会」として開催します。

日　程

地　区 日　　程

上北条 ３月  ５日（火）、１９日（火）の午前

上　井 ３月  ５日（火）、１９日（火）の午後

西　郷 ３月  ６日（水）の午前

上　灘 ３月１４日（木）、 ２８日（木）の午後

成　徳 ３月１４日（木）、 ２８日（木）の午前

明　倫 ３月  １日（金）、１５日（金）の午後

灘　手 ３月１３日（水）、２７日（水）の午前

社 ３月  ７日（木）、２１日（木）の午後

北　谷 ３月  ４日（月）、１８日（月）の午後

高　城 ３月１２日（火）、２６日（火）の午後

小　鴨 ３月１１日（月）、２５日（月）の午前・午後

上小鴨 ３月  ８日（金）、２２日（金）の午前

関　金 ３月  ８日（金）、２２日（金）の午後

※「午前」：午前１０時～１１時３０分

※「午後」：午後１時３０分～３時

ところ： 各地区公民館

※ ただし､高城地区はさわやか人権文化センター、

関金地区は関金総合文化センター

※見学希望の人は、直接会場へおいでください。

※見学には送迎はありません。

対象者：おおむね６５歳以上で要支援・要介護認定を

　　　　受けておらず、一定の条件にあてはまる人

＝ボランティアでの参加者も募集中です＝

問 長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

平成２２年夏実施「くらよし シニアアンケート」より④
【認知機能の状況】　

　認知機能の低下は、生活全般に大きな影響を及

ぼします。男女とも加齢、特に男性は７０代、女性

は８０代以降に認知症の危険性が高くなる傾向にあ

ります。男女ともに８０代では、３人に１人は認知

症が疑われ、特に閉じこもりや社会参加していな

い人の危険性が高くなっています。

【要介護状態にならないために】　

・ 日ごろから脳を鍛えましょう（パズル・クイズなど）。

・簡易検査で認知機能の診断をしてみましょう。

　 （認知機能の低下予防は、早期発見・早期対策（治療）が重

要です。長寿社会課や包括支援センター、一部の集団健

診会場では、簡単にできる認知機能の診断を実施します。

また、各地区で認知症予防教室も開催しています）
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▲認知機能の低下の危険性がある人の割合
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倉吉市人権政策課

２２―８１３０／   ２２―８１３５

№106

シリーズ

　

２
月
３
日（
日
）、
人
権
の
た
め
に
学
ぶ
同
和
教
育
講
座（
第
７
回
）と
し
て
、「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
の
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
鳥
取
大
学
地
域
学
部
准
教
授
・

仲
野
誠
さ
ん
の
講
演
の
あ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

お
互
い
を
認
め
、
尊
重
し
合
え
る
人
権
文
化
の
ま
ち
に

お
互
い
を
認
め
、
尊
重
し
合
え
る
人
権
文
化
の
ま
ち
に

くらよし男女共同参画推進スタッフ募集

役　割：男女共同参画の理解を深めるための自主学

　　　　習・啓発活動

任　期：１年（４月１日～平成２６年３月３１日）

募集人数：若干名

応募方法：住所、名前、電話番号、ファックス番号、

電子メールアドレスを人権政策課に連絡

してください。※応募用紙があります。

応募期限：３月２５日（月）

問人権政策課（あ２２―８１３０／い２２―８１３５／  jinkensei

saku@city.kurayoshi.lg.jp）

倉吉市男女共同参画推進市民会議委員募集

　男女共同参画社会の形成について、積極的にアド

バイスしてくださる委員を募集します。

任　期：２年（４月１日～平成２７年３月３１日）

募集人数：４人

応募方法：住所、名前、電話番号、ファックス番号、

電子メールアドレスを人権政策課に連絡

してください。※応募用紙があります。

応募期限：３月２５日（月）

問人権政策課（あ２２―８１３０／い２２―８１３５／  jinkensei

saku@city.kurayoshi.lg.jp）

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
人
や
そ
の
支
援
者
、
市
民
が
参
加
し

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
た

ち
か
ら
は
、
医
療
、
子
育
て
、
仕
事
の
こ

と
な
ど
生
活
全
般
に
つ
い
て
、「
外
国
人

と
い
う
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な

い
」、「
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

な
ど
の
悩
み
や
不
安
の
声
が
、
次
々
に
上

が
り
ま
し
た
。

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
の
声

　

「
日
本
に
来
て
10
年
以
上
。
祖
国
で
仕

事
が
な
く
、
日
本
に
や
っ
て
き
て
、
今
の

パ
ー
ト
ナ
ー
に
巡
り
会
っ
た
。
ど
う
し
て

日
本
に
来
た
の
か
、
何
の
仕
事
を
し
て
い

る
の
か
な
ど
、
知
っ
て
い
な
が
ら
、
気
遣

い
も
な
く
聞
か
れ
た
。
今
で
も
、
根
拠
の

な
い
想
像
だ
け
で
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
に

話
す
人
が
い
て
深
く
傷
つ
い
て
い
ま
す
」

受
け
入
れ
ら
れ
た
い

　

突
き
詰
め
る
と
、
外
国
人
と
い
う
だ
け

で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
、差
別
を
受
け
る
、

一
所
懸
命
や
っ
て
い
る
の
に
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
訴
え
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
し

た
。
受
け
入
れ
ら
れ
た
い
欲
求
は
、
誰
に

で
も
あ
り
ま
す
が
、言
語
や
文
化
の
違
い
、

予
断
と
偏
見
と
い
う
壁
が
あ
り
、
一
層
の

苦
労
が
あ
る
こ
と
は
想
像
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
話
が
で
き
る
環
境
を

　

話
し
合
い
の
中
で
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
人
の
安
心
は
、「
自
分
を
認
め
て
も

ら
う
こ
と
」、「
自
分
を
受
け
入
れ
て
も
ら

う
こ
と
」だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

ま
ず
は
自
分
た
ち
が
行
動
し
、
お
互
い
に

話
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
た
ち
だ
け
で

な
く
、
市
民
一
人
一
人
が
、
地
元
に
愛
着

を
持
ち
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
よ
う

な
ま
ち
に
し
た
い
も
の
で
す
。

～講演から～

なぜ差別をしてしまうのか
　　　そして安心して暮らせるまちとは

仲野 誠さん（鳥取大学地域学部 准教授）

　私たちは、存在証明を得たい（愛されたい、認め

られたい）という根源的な欲求から、さまざまなふ

るまいをします。装ったり、地位や能力を獲得し

ようとしたりしてあくせくします。これは、すべ

ては「認められたい」という欲求からきています。

　他者への「差別」も自己の存在証明の有効な手段の

一つです。相手をおとしめ、価値を奪い、楽をして

自分を証明する方法です。自己の存在証明がうまく

いっていない人は、他者に厳しくなりがちです。

　差別をしなくても、より安定した存在証明を得る

方法は、自分を承認してくれる人と関係性を構築す

ることです。無条件に愛されることによって人は生

きていけます。それをお互いに築くことが、最も確

かな「安心」と言えるのではないでしょうか。

　関係性（安心）を築くには、丁寧に言葉を交わすこ

とが大切でしょう。一緒に苦労することも引き受

けて、敬意をもって対話することが重要です。
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倉吉未来中心（あ２３―５３９０／い４７―０２５５）、倉吉交流プラザ（あ４７―１１８１／い４７―１１８０）

33
倉吉未来中心　大ホール

■ヤマハ音楽教室発表会
と　き：３月１０日（日）１３：００～１６：００

■中部地区スプリングコンサート
と　き：３月１７日（日）１３：００～１５：３０

■ジョイントコンサート「出発…たびだち」
と　き：３月２０日（水・祝）１８：００～２０：３０

■第１７回倉東フィルハーモニー管弦楽団定期演奏会
と　き：３月２４日（日）１４：００～１６：３０

■倉吉西高等学校音楽部 第２２回定期演奏会
と　き：３月３１日（日）１４：００～１６：００

倉吉未来中心　小ホール

■第２１期 打吹童子ばやし演奏会 ＭＡＴＳＵＲＩ
　～たくさんのありがとうを一打にこめて～

と　き：３月９日（土）１３：３０～１５：００

■鳥取中央育英高等学校音楽部定期演奏会
と　き：３月１０日（日）１６：３０～１８：３０

■合唱団こさじ ４ｔｈコンサート
と　き：３月１７日（日）１４：００～１６：００

■バイオリン♪ピアノコンサート
と　き：３月２０日（水・祝）１３：３０～１５：４０

■中部地区高等学校演劇合同公演
と　き：３月２４日（日）１３：００～１５：３０

■スプリングダンスパーティ
と　き：３月３１日（日）１３：３０～１６：００

倉吉未来中心　アトリウム

■倉吉未来中心地域活性化事業
　みらい音楽堂スペシャルｖｏｌ．２

　【出演】劇創西社ＯＨＫＵＳ

と　き：３月１０日（日）１２：００～１３：００

倉吉未来中心　リハーサル室

■社交ダンスパーティー
と　き：３月２４日（日）１３：３０～１６：３０

倉吉交流プラザ　ボランティア交流室

■行政書士無料相談会
と　き：３月１７日（日）１０：００～１５：００

ふれあい広場

■フリーマーケット「くらよし大市」
と　き：３月３１日（日）９：００～１２：００

食彩館

■食彩館プチグル通りライブ
と　き：３月３１日（日）１１：００～１２：００～

　＝展覧会・展示会＝
《百花堂》 ■ＮＨＫ文化センター水彩画倉吉教室展２

日～７日　■ＭＧＪフォトクラブ作品展９日～１３

日　■倉
くらしき

鋪悠油彩画展１６日～２４日　■砂丘社ミニ

アチュール展２６日～４月１日

《リフレプラザ倉吉》 ■髙山秀子グラスアート作品展

１日～１３日　■ちぎり絵教室作品展１５日～３０日

《民藝画廊》 ■福井一尊作品展ＳＡＮＩＮ ＢＩＹＯＲＩ（さん

いん びより）９日～１７日

《ギャラリー藍》 ■第１３回みささ版画の会展３日～

１０日

　＝スポーツ＝
《市営ラグビー場》 ■鳥取県７人制ラ

グビー大会１７日　■打吹カップ タ

グラグビー大会２４日

《市営武道館》 ■鳥取県少年柔道選手

権大会１０日 ■鳥取県春季中学校柔道錬成大会

１６日　■錬心舘空手 第６回鳥取地区－近県青少

年交流大会２４日

《市営陸上競技場》■中国電力 エネルギアランナーズ

スクール２日　■第２３回因伯シルバーグラウン

ドゴルフ倉吉市予選大会２８日
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（あ２２―４４０９／い２２―４４１５）

倉吉博物館
倉吉市立図書館（あ４７―１１８３／い４７―１１８０）
せきがね図書館（あ／い４５―２５２３）

市立図書館

第３６回倉吉市創作文華展

　俳画・水墨画・ちぎり絵・切り絵・押し絵・絵手紙・

押花絵などの作品を展示します。

　日ごろの創作活動の成果をご覧ください。

と　き：３月２０日（水・祝）～２４日（日）
※会期中は無休

昨年の創作文華展（ちぎり絵）

倉吉博物館講座⑨「ぼくの倉吉発見」

　長崎県五島列島出身で、昨年４月に倉吉に来た

学芸員が、初めて倉吉で生活して感じたことや魅

力について紹介します。

と　き：３月１０日（日）午後１時３０分～３時

ところ：倉吉博物館 研修室 ※申込・参加費不要

倉吉博物館講座⑩「押し花しおりをつくってみよう」

　創作文華展の部門「押花絵」に親しむことができ

る体験講座です。美しい押し花を使って、オリジ

ナルのしおりを作ります。気軽にご参加ください。

と　き：３月２０日（水・祝）

午後１時３０分～３時３０分

ところ：倉吉博物館 ホール

参加費：１００円

※ 制作の所要時間は１０分程度で、時間内のいつでも参加
できます（申込不要）。

押し花しおり

＊＊＊＊＊展覧会のご案内＊＊＊＊＊

▼鳥取県文化功労賞受賞記念巡回展
会　期：３月３日（日）～１０日（日） 

▼鳥取短期大学絣研究室修了作品展
会　期：３月２９日（金）～３１日（日） 

今月の休館日： ４日（月）、１１日（月）、１８日（月）、
２５日（月）

【お知らせ】

▼「おはなしのへや」をご利用ください
　 　開館中、おはなし会などの催しがないときは、

読書や親子での絵本の読み聞かせなどに利用で

きます。職員に声を掛けてください。

○
○ ◇ △
□
○ ◇

３月の開館日
カレンダー

日月火水木金土

1 2
休館日： 4、11、18、21、25、28日

資料整理休館日：28日

○おはなしかい（11：30～）倉
◇あかちゃんのおはなしかい

（11：00～）倉

□ むかし話をきく会（11：30～）倉

△おはなしかい（10：30～）関

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30
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【今月のオススメ本】

「孤独な放火魔」

夏樹 静子／著（文藝春秋）

　裁判はいつも、無数の人生を浮き

彫りにする…。現代の日本を象徴す

るかのような３つの事件について、

悩み、議論する裁判員たちをリアル

に描く。

「ファオランの冒険 ２」

キャスリン・ラスキー／著
中村 佐千江／訳（メディアファクトリー）

　マクダンカン一家の群れの骨ウル

フとなったファオランは、炎の石を

守る「聖ウルフ」を目指す。だが、そ

んなファオランに恐ろしいワナが…。

「認知行動療法セルフケアブック」

清水 栄司／監修（講談社）

　「認知行動療法」を活用して、職場

でのストレスを解消するための方法

を解説した書き込み式のセルフケア

ブック。

「ＯＮＥ ＰＩＥＣＥ ＦＩＬＭ　Ｚ」

尾田 栄一郎／原著

浜崎 達也／ノベライズ著（集英社）

　破壊兵器ダイナ岩が奪われ、“新世

界”が消滅の危機に。事件の首謀者

の元海軍大将ゼットに、ルフィら“麦

わらの一味”が立ち向かう! 昨年１２

月公開の同名映画を小説化。

【今月のイベント】
▼第３６回鳥取県出版文化賞受賞記念

　県立図書館郷土文化講演会「倉吉がすり～藍に生きて～」

と　き：３月９日（土）午前１０時～

ところ：倉吉交流プラザ 視聴覚ホール　　

講　師：福井 貞子さん（鳥取県無形文化財保持者）
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